
　今年で 17 回目を迎えた、いいたていきいき
クラブ主催の「スポーツ少年団対抗はやま湖
駅伝競走全国大会」が大倉地区で開催され、
村内外から参加した男子16チーム、女子４チー
ムの計 20 チームが新緑のはやま湖畔を疾走し
ました。
　大会は、大倉体育館前をスタートし、はや
ま湖を２周する 10.34km（６区間）のコースで行われ、男女ともＭＡＸ（南相馬市）が優勝。
村内チームでは、男子の部で飯樋アントラーズがトップと２秒差の２位、女子の部でも飯樋
フレンズが２位に入る健闘を見せました。
　また、男子の部で飯樋アントラーズの菅野大樹君（飯樋小６年）が、女子の部では飯樋フ

レンズの石井美咲さん（飯樋小６年）が、それぞれ区間賞に
輝きました。

【大会結果（上位３チーム）】
○男子の部… １位：ＭＡＸ男子（南相馬市小高区）、２位：飯樋ア

ントラーズ（飯舘村）、３位：野田陸上クラブ（福島市）
○女子の部… １位：ＭＡＸ女子（南相馬市小高区）、２位：飯樋フ

レンズ（飯舘村）、３位：桜ヶ丘ＪＶＣ（相馬市）
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広 報

　村が今年度から取り組んでいる「まめで まめな子育て
事業（食育による子育て事業）」の一環として児童による豆の植え付けが行われ、村内３小学校の１～２年生
104人が草野地内の畑に豆の種をまきました。（５ページに関連記事）

震災対策一口標語

 確かめ合おう

   わが家の安全  隣の安否
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4月の出動 火災  2件（1月からの累計 　4件）
　　　　　　救急17件（1月からの累計  86件）

ご寄付ありがとう（5月25日現在）
○緑化事業
　▶ 北　　文子さん（相馬市）から金 10,000円
　▶ 佐藤　川府さん（伊達市）から金 3,000円
　▶ 三留　清司さん（神奈川県）から金 10,000円
　▶ 中川　春子さん（埼玉県）から金 10,000円
　 「愛あふれる村」発刊記念（愛の俳句入選者）
○いいたて福祉会
　▶ 阿部　利明さん（深　谷）から金 20,000円
　▶ 高橋　精一さん（須　萱）から金 50,000円
○飯舘村社会福祉協議会
　▶ 原町地区メーデー実行委員会
　　　 （藤田幸一実行委員長）から金 25,000円
　▶ 斉藤マツヨさん（深　谷）から金 100,000円
　▶ 青柳　貞雄さん（二枚橋）から金 50,000円
　▶ 中島　明大さん（比　曽）から金  50,000円
　▶ 八巻　峰男さん（上飯樋）から金 50,000円

　
「
初
の
村
内
チ
ー
ム
優

勝
か
!?
」
と
、
ゴ
ー
ル
前

は
応
援
し
て
い
た
観
客

た
ち
も
手
に
汗
に
ぎ
る

デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
と
な
っ

た
今
年
の
「
は
や
ま
湖
駅

伝
」
▽
わ
ず
か
２
秒
差
で

優
勝
を
逃
が
し
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
接
戦
を
繰

り
広
げ
た
飯
樋
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
の
健
闘
が
光
り

ま
し
た
▽
そ
の
選
手
た

ち
が
所
属
す
る
飯
樋
Ｆ

Ｃ
が
５
月
に
行
わ
れ
た

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
相
双
地
区
予
選
で

優
勝
し
、
見
事
に
県
大
会

出
場
を
果
た
し
ま
し
た

▽
昨
年
度
も
東
北
大
会

へ
出
場
す
る
な
ど
素
晴

ら
し
い
活
躍
を
見
せ
た

同
チ
ー
ム
▽
サ
ッ
カ
ー

も
駅
伝
も
実
力
が
あ
る

の
は
、
や
は
り
選
手
た
ち

の
運
動
能
力
が
高
い
か

ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

火災・救急情報

104人の豆まき隊

▲1位でゴールテープをきるMAXのアンカー
　後ろは2位の飯樋ドリームス

５
22

▲スタートする20選手

飯樋アントラーズ ２秒差の２位
　　－第17回はやま湖駅伝競走全国大会－4
29

臼石小

飯樋小

草野小
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　村第５次総合振興計画がスタートして３年目を迎えました。
　すでに各行政区で地区別計画「ちいきくらしあっぷプラン」による様々な事業が進められています。
　また、５次総では従来の地区別計画に加え、複数の行政区が連携し共通のテーマで取り組む「つながり
プラン」も設けられ、18 年度には３団体が事業を行いました。
　18 年度に各行政区及び団体が自主的に取り組んだ地域づくりの内容
と事業費がまとまりましたので、ご紹介します。
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　より良い地域づくりを目指した

「やるきつながりプラン」
　　　　　　　― 平成 18 年度の実施状況 ―

平成18年度　ちいきくらしあっぷプラン実施状況
（単位：円）

行政区 事業費 補助額 事業の内容

草　野 364,202 287,000 

・実施計画策定事業 
・ふれあいミニデイサービス事業 
　（厨房備品等購入） 
・伝統芸能保存事業 
　（三匹獅子、盆踊り） 
・環境整備（花いっぱい運動）

深　谷 912,591 730,000 

・実施計画策定事業 
・リサイクル事業 
　（再生資源保管庫整備） 
・環境美化事業 
　（花いっぱい運動） 
・世代間交流事業（柏餅づくり） 
・ミニデイサービス備品購入

伊丹沢 379,034 303,000 
・実施計画策定事業 
・ミニデイサービス事業 
　（世代間交流、厨房改修等）

関　沢 274,017 209,000 
・ミニデイサービス移動研修 
・スポーツ交流事業 
　（パークゴルフ）

小　宮 752,500 600,000 
・野手上山登山及び田部井淳子氏 
　講演会、記念植樹 
・会場周辺の環境整備

八木沢 
・芦原 163,673 130,000 ・伝統芸能保存事業 

　（田植え踊り、盆踊り）

佐　須 1,305,000 1,044,000 

・地域健康づくり事業 
　（グラウンドゴルフ用具購入） 
・生涯学習事業（料理教室） 
・創作太鼓の継承事業 
　（太鼓購入、皮張替）

宮　内 992,625 794,000 
・ミニデイサービス事業 
　（厨房備品購入、厨房改修、 
　　ニュースポーツ用具購入）

平成18年度　ちいきくらしあっぷプラン実施状況
（単位：円）

事業の内容 事業費 補助額 行政区

・実施計画策定事業 
　（栃木県へ視察研修） 
・前山公園の整備 
　（造成、パークゴルフ場整備）

893,903 715,000 飯樋町

・女性のつどい事業（料理教室） 
・伝統芸能継承事業 
　（手踊り、田植え踊り） 
・地区防災対策事業 
　（テント１張購入） 
・広報誌等発行事業

460,178 366,000 
前田・ 
八和木

・ワカサギ放流交流事業 351,403 280,000 上飯樋

・環境美化事業（旧受水槽解体） 
・実施計画策定事業 
　（山形・宮城県へ視察研修）

725,000 580,000 長　泥

・伝統芸能継承事業 
　（蕨平子供手踊り）

174,319 139,000 蕨　平

・地域ふれあい事業 
　（ニジマスつかみどり）

51,478 40,000 
関根・ 
松塚

・公園整備事業 
　（花や実のなる苗木の植栽）

1,226,535 924,000 前　田

・地域交流事業 
　（そば打ち、しめ縄づくり） 
・世代間交流事業 
　（高齢者、婦人会、子供会） 
・地域景観整備事業 
　（花いっぱい運動）

506,991 405,000 
二枚橋 
・須萱

合　　計 9,533,449 7,546,000 
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秋
の
収
穫
が
楽
し
み▲大人の参加者と一緒に豆の種をまく子どもたち

　

各
行
政
区
及
び
団
体
か
ら
村
に
提

出
さ
れ
た
計
画
書
は
、
20
行
政
区
の

代
表
者
で
構
成
す
る
「
や
る
き
つ
な

が
り
推
進
協
議
会
（
山
田
東
北
男
会

長
）」
へ
諮
問
し
、
同
協
議
会
で
内
容

の
適
否
を
審
議
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
「
単
な
る
ハ
ー
ド
事
業
に
な
っ
て

い
な
い
か
」「
そ
の
事
業
を
行
う
こ
と

で
交
流
が
図
ら
れ
た
り
、
の
ち
の
ち

人
の
動
き
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
か
」

と
い
っ
た
観
点
で
審
査
し
ま
す
。
時

に
は
取
り
組
み
方
や
手
法
の
助
言
・

指
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
計
画
が
承
認
さ
れ
た
後
、

行
政
区
及
び
団
体
は
村
へ
補
助
金
交

付
申
請
書
を
提
出
し
、
村
か
ら
の
補

助
金
交
付
決
定
後
に
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
村
の
交
付
決

定
前
に
事
業
に
着
手
す
る
と
補
助
金

に
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　

や
る
き
つ
な
が
り
推
進
協
議
会
は
、

定
例
会
と
し
て
年
４
回
（
４
・６
・９
・

12
月
）
開
催
し
て
い
ま
す
。
次
回
の

定
例
会
は
６
月
中
旬
に
開
催
し
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
事
業
を
実
施
す
る

予
定
の
行
政
区
及
び
団
体
は
、
お
早

め
に
計
画
書
の
作
成
・
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

や
る
き
つ
な
が
り
推
進
協
議
会

平成18年度　つながりプラン実施状況
（単位：円）

実施主体 
（行政区）

事業費 補助額 事業の内容

飯樋４区連合 
 
　飯樋町 
　前田・八和木 
　大久保・外内 
　上飯樋

1,563,147 1,125,000 

・飯樋４区ミニデイサービ 
　ス事業 
　（子どもたちとの交流、 
　　体験学習、移動研修） 
・芸能発表会「飯樋ふるさ 
　と芸能まつり」開催 
・新生活運動 
　（花輪料掲示板の購入）

水芭蕉会 
 
　関根・松塚 
　臼　石 
　前　田 
　二枚橋・須萱

1,149,816 1,034,000 

・山村留学研修事業 
　（長野県へ視察研修） 
・臼石小大運動会事業 
・４行政区交流事業 
　（わらび採り） 
・きれいつながり花運動 
　（チューリップ植栽） 
・水芭蕉田整備事業 
　（敷地内の手入れ、 
　　遊歩道設置）

わいわいがやが
やサミット 
 
　小宮 
　八木沢・芦原 
　大倉 
　佐須 
　比曽 
　長泥 
　蕨平

398,090 355,000 

・第13回サミット開催 
　【会場：佐須】 
　　会議、懇親会、伝統芸 
　　能披露（大倉神楽、虎 
　　捕太鼓）ほか 
 ・第14回サミット開催 
　【会場：比曽】 
　　会議、懇親会、伝統芸 
　　能披露（比曽三匹獅子 
　　舞）、３Ｂ体操ほか

合　　計 3,111,053 2,514,000 

子どもたちが豆の種まき

　

村
内
３
小
学
校
の
１
〜
２
年

生
１
０
４
人
が
、
草
野
字
車
地

内
の
畑
に
豆
の
種
を
ま
き
ま
し

た
。「
ま
め
っ
子
ば
た
け
」
と
名

付
け
ら
れ
た
こ
の
畑
は
、
本
田

八
郎
さ
ん（
草
野
）の
所
有
地
で
、

こ
の
う
ち
約
10
ア
ー
ル
の
面
積

を
借
り
て
い
ま
す
。

　

こ
の
種
ま
き
は
、
健
康
食
材

で
あ
る
豆
を
題
材
に
し
た
食
育

を
推
進
し
よ
う
と
、
村
が
今
年

度
「
ま
め
で
ま
め
な
子
育
て
事

業（
食
育
に
よ
る
子
育
て
事
業
）」

の
一
環
と
し
て
初
め
て
取
り
組

ん
だ
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
村
第
５
次
総
合
振
興

計
画
に
も
「
豆
で
達
者
に
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
食
育
や
健
康

づ
く
り
を
進
め
る
施
策
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ほ
か
、
食
を
考
え
る
会
や
Ｊ
Ａ

農
青
連
、
村
職
員
な
ど
30
人
が

参
加
し
、
種
ま
き
を
手
伝
い
ま

し
た
。

　

種
ま
き
に
先
立
ち
、
菅
野
教

育
長
が
「
豆
は
健
康
で
元
気
な

体
を
つ
く
る
食
べ
物
で
す
。
た

く
さ
ん
実
が
な
る
よ
う
に
お
願

い
し
な
が
ら
種
を
ま
い
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
の
に

続
き
、
県
農
業
普
及
部
の
横
尾

さ
ん
が
豆
の
種
類
や
含
ま
れ
る

栄
養
分
、
種
の
ま
き
方
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
豆
の
入
っ
た
コ
ッ

プ
を
受
け
取
り
畑
に
入
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
一
列
に
並
び
丁

寧
に
豆
の
種
を
ま
い
て
い
き
ま

し
た
。

　

種
ま
き
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
は
「
畑
が
広
く
て
疲
れ
た
け

ど
、
た
く
さ
ん
実
が
な
っ
て
ほ

し
い
」「
秋
に
給
食
で
食
べ
る
の

が
楽
し
み
」
な
ど
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
植
え
た
豆
は
、
秋
に

収
穫
し
学
校
給
食
の
材
料
と
し

て
使
わ
れ
ま
す
。

▲豆の種類を説明する県農業普及部の横尾さん

　

福
島
県
で
は
、
市
町
村
が
独

自
に
取
り
組
む
子
育
て
事
業
に

対
し
て
支
援
す
る
「
地
域
の
子

育
て
応
援
交
付
金
」
を
今
年
度

か
ら
始
め
ま
し
た
。
今
回
の
事

業
に
も
そ
の
交
付
金
が
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

▲種まきのようす

６月24日（日）は
「までい子育てクーポン交付式」
○と　き…６月24日（日）
　　　　　午前10時～
○ところ…いちばん館


